




















































































<検出遺構と出土遺物>

。第 1面

現地表下0.35～ 0,4m(標高80.4～ 80。 5m)の 405層 にぶい黄色中礫混砂質ンルト上面で、谷間を

埋める整地が見られた。整地はI～ Ⅲの 3期にわたって行なわれている。

整地 I

調査区北部 4M～ N区で検出した。406層 までの0.5～ 0.6m程度が埋められている。埋土は
I―①2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルト・5Y5/2灰オリーブ色粘土質シルト・巨礫のブロック、 I一

②10YR4/3に ぶい黄褐色粗粒砂～中礫多量混砂質シルトである。瓦器・土師器の小片のほか、13

世紀末～14世紀頃の上師器羽釜 (第 13図 -44。 45)、 鬼瓦 (46)、 砥石 (47)やサヌカイト剥片等が出

土している。鬼瓦46は逆U字形の脚の部分のみ遺存している。

整地Ⅱ

調査区北部、 4M～ N区で検出した。整地 Iか らlm程度谷側に位置する。埋め立て Iは
406。 407層 を直線的にlm程度掘削し、最終的には411層上面にまで達し、最深部は1.8mを測る。
埋土は、Ⅱ―③2.5Y6/3に ぶい責色砂質シルトと巨礫のブロック、Ⅱ―④10YR4/3にぶい黄褐色中

礫多量混砂質シルトと粗粒砂のブロック、Ⅱ一⑤7.5GY6/1緑灰色粘土質ンルト、Ⅱ一⑥10YR4/3

にぶい黄褐色粗粒砂と中礫のブロック、Ⅱ―⑦10YR5/2灰黄褐色大礫混砂質シル ト、Ⅱ―③

7.5GY5/1緑灰色中礫混粘土質シルト・砂質シルトのブロックである。13世紀前半頃の青磁碗 (第

13図 -48)等が出上している。

0                 10               20cm

第13図  4区出土遣物実測図-1(S=1/4)
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Ⅱ 花岡山遺跡・高安古墳群第4次調査(H02004-4)
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401 10YR72灰黄褐色～
5YS/2灰 オリープ色粗粒砂混砂質シルト

4025Y5/2灰オリーブ色中礫混砂質シルト
4035Y5/2灰オリーブ色組粒砂混砂質シルトと
7 5YR5/8明褐色中礫混砂質シルトのブロック

404 7 5YR5/8明 褐色中礫混砂質シルト
405 2 5YR6/3に ぷい黄色中礫混砂質ンルト
40625Y5/2暗灰黄色中礫多量混砂質シルトと
10YR5/2灰 黄褐色細礫混砂質シルトのプロック

407 10YR4/3に ぶい黄褐色粗粒砂極少量混粘土質シルト
408 10YR4/3に ぷい黄褐色大礫極少量混細粒砂に
5Y5/2灰 オリープ色粘土質ンルトのプロック

409 10YR3/2黒 褐色粗粒砂～礫に粘土質シルトのプロック
41025Y5/2暗灰責色中礫多量混砂質シルト
411 10YR4/3に ぶい黄褐色
～25Y5/6黄褐色組粒砂混粘土質シルト

① 25Y5/2晴灰黄色中礫多量混砂質シルトと
5Y5/2灰オリーブ色粘土質シルトのブロック(遺構埋土?)

② 10YR5/2灰 黄褐色巨礫・粘土質シルト混粗砂
(S D4202_L層 )

③ 10YR5/2灰 黄褐色中礫少量混砂質シルト
tS D4202下 層

'④ 10YR3/2黒 褐色巨礫混砂質シルト～粗粒砂
(S D4201)

⑤ 10YR4/3に ぶい黄褐色粗粒砂に 5GY6/1オリーブ
灰色粘土質ンルトのプロックtS K420D

③ 10YR4/1褐灰色粘上質シルト混粗粒砂(SD4205)
(整地 I)

① 25Y6/3に ぶい黄色砂質シルト・
5Y5/2灰 オリープ色粘土質シルト・巨礫のプロック

②  10YR4/3にぶい黄褐色粗粒砂～中礫多量混砂質シルト
(整地 I)

③ 25Y6/3に ぶい黄色砂質シルトと巨礫のプロック
④ 10YR4/3に ぶい黄褐色中礫多量混砂質シルトと
組粒砂のプロック

⑤ 75GY6/1緑灰色粘土質シルト
⑥ 10YR4/3に ぶい黄褐色粗粒砂と中礫のプロック
③ 10YR5/2灰 黄掲色大礫混砂質シルト
◎ 7 5GY5/1緑 灰色中礫混粘土質ンルト・
砂質ンルトのプロック
(整地‖け

⑩ 10YR6/6明 黄褐色粘土質シルト
① 10YR4/2灰 黄褐色粗粒砂と大礫のブロック
⑫ 10YR4/2灰 黄褐色大礫混粘土質シルト
⑬ 75GY6/1緑灰色大礫混砂質シルトと
粘土質ンルトのブロック

④ 5Y4/3暗オリーブ粗粒砂～中礫混砂質シルト

整地 II

魚

ヽ

ヽ

⑬
一

(ピット番号は下二桁で表わしている)

第14図  4区平断面 (S=水平1/100・ 垂直1/50)
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Ⅱ 花岡山遺跡・高安古墳群第4次調査(H02004-4)

整地Ⅲ

調査区北西端、4M～ N区で検出した。埋め立てⅡから2～ 3m程度谷側に位置する。北西へ

1.5m下がる斜面を埋めている。埋土はⅢ―③10YR6/6明黄褐色大礫と5Y6/2灰 オリーブ粘土質シ

ルトのブロック、Ⅲ―⑩10YR6/6明黄褐色粘土質シルト、Ⅲ―①10YR4/2灰黄褐色粗泣砂と大礫の

ブロック、Ⅲ―⑫10YR4/2灰黄褐色大礫混粘土質シルト、Ⅲ―⑬7.5GY6/1緑灰色大礫混砂質シル

トと粘土質シルトのブロックである。Ⅲ―⑬から、18世紀頃に下る肥前焼系碗(第 13図 -49)、 12

世紀末～13世紀初頭の須恵器こね鉢 (50)、 瓦等が出土した。

第 2面

現地表下0,9～ 1.5m(標高79,2～ 80m)の 411層 にぶい黄褐色～黄褐色粗粒砂混粘土質シルト上

面で、土坑 2基 (S K 4201・ 4202)、 ピット30個 (S P 4201～ 4230)、 溝 6条 (S D 4201～4206)か ら

なる中世の遺構群を検出した。遺構面である411層 は、東側の高まりをカットして、テラス状の

平坦面をつくり、そこに遺構が構築されている。遺構は、おもに調査区中央南寄りの4N～ O区

の南北20m程度の範囲に密集していた。

土坑 (S K4201,4202)

S K 4201

調査区南部 40区で検出した。方形を呈するものと考えられる。東西1.65m以上・南北 2mを

測る。深さは、北半分が0.2mと一段低く、南半分は東部が0.lm。 西部が0.15mと 浅くなる。内

部に4個のピット(S P 4201～ 4204)がある。埋土は、全合的に⑤10YR4/3に ぶい黄褐色粗粒砂に

5GY6/1オ リーブ灰色粘土質シルトのブロックがあり、北側の窪みおよびピットには⑦5GY6/1オ リ

ーブ灰色粗粒砂混粘土質シルトに2.5Y5/6黄褐色粘土質シルトのブロックが堆積し、ピットの底

には炭層がある。⑤から、13世紀後半の須恵器こね鉢 (第 16図 -51)。 瓦質土器足釜 (52・ 53)・ 瓦

器椀の小破片等が出土している。

S K4202

調査区北部、4N区で検出した。円形～I爵丸方形

を呈するものと考えられる。東西0,75m以上 。南北

3.5m以上・深さ0.2mを測る。埋土は⑤である。

ピット(S P 4201～ 4232)

調査区中央南部の4N～ O区で32個のピットを検

出した。 S K 4201内 に4個 (S P 4201～ 4204)、 その

周辺およびS D 4202間 に■個 (S P 4205～ 4215)、 S

D4202を切るもの 5個 (S P4216～ 4220)、 S D 4202

の東側に4個 (S P 4221～ 4224)、 S D 4203を 切るも

の4個 (S P 4225～ 4228)、 S D 4204を 切るもの 1個

(S P 4229)、  S D 4202と 4203間 に 3イ固(S P 4230～

4232)で ある。柱の痕跡は、 S P4203・ 4212・

4213・ 4218,4219・ 4226～ 4229の 9個に認められた

が、建物等を復元するには至っていない。詳細は第

2表にまとめた。

ヤ IS

上

②  o      lm

⑤ 10YR4/3にぶい黄褐色粗粒砂に5GY6/1オリーブ
灰色粘土質シルトのブロック
⑦5GY6/1オリーブ灰色粗粒砂混粘土質シルHこ
25Y5/6黄褐色粘土質シルトのブロック

第15図  S K 4201平断面図 (S=1/50)
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内部からは、土師器・須恵器・瓦器等の日常雑器のほか、白磁 。青磁などの輸入品も若干出土

している。これらのうち、図示できたのは、 S P 4219出上の土師器小皿 (第 16図 -54)、 瓦器椀

(55)、 S P 4221出 土の瓦器椀 (56)、 瓦質土器足釜 (57)、 土師器羽釜 (58)である。土師器小皿54は

13世紀以降に出現するものと考えられる。瓦器椀55は高台が無く内面に螺旋状の粗いヘラミガキ

を施す14世紀前半のものである。瓦器椀56は高台・内面のヘラミガキをともに消失する最終段階

のもので14世紀末頃に比定できる。瓦質土器足釜57や土師器羽釜58も 、その全体的な形態から、

14世紀頃まで下る可能性が高い。

溝 (S D 4201～ 4206)

S D 4201

調査区南端、4P区で検出した。東西に伸びる溝で、最大幅0,7m・ 検出長3.6m・ 深さ0.5m

を測る。埋土は④10YR3/2黒褐色巨礫混砂質シルト～粗粒砂である。土師器・瓦器の小片が出土

している。

S D 4202

調査区全体を南北に伸びる溝である。南端にはS P 4201が掘り込まれ、それ以南の4P区では、

不明瞭となり、西へ落ちている。検出長21.5m。 最大幅0,9m。 深さ0.2mである。埋土は②

10YR5/2灰責褐色大礫・粘土質シルトのブロック混粗粒砂である。

第 2表  4区第 2面 ビットー覧表

S P 4201 ⑥ 南 耳ヒ 卵 形 045 03

S P 4202 ⑥ 東 西 楕 円形 025 02 025
S P 4203 ⑤ ⑦ 東 西 楕 円形 025 02 ●

S P 4204 ⑥ 東 西 ? 楕 円形 ? 04～ 04 ●

S P 4205 ⑤ O 円 形 0.15 005 ● 0

S P 4206 ⑤ 方 形 0_2 02

S P 4207 ⑤ 南 北 0_4 05 ● ●

S P 4208 ⑤ 東 西 楕 円形 025 02

S P 4209 ⑤ 円 形 0_15 01

S P4210 ⑤ 東 西 楕 円形 0_3 025 005
S P 4211 ⑤ 円 形 02 015
S P 4212 ⑤ 東 西 楕 円形 03 025 03 0 ● 0 ●

S P 4213 ③ 東 西 楕 円 形 04 03 055 0 0 ● ● ●

S P 4214 ⑤ 円 形 02 005
S P 4215 ⑥ 君こJヒ ? 楕 円形 ? 065 03～ 01 ● ●

S P 4216 ⑤ 君こ耳ヒ? 09 075´― 04

S P 4217 ⑤ Fこ耳ヒ 楕 円 形 ? 30 25～ 03 ● ● ●

S P 4218 ⑤ 円 形 025 015 ●

S P 4219 ① 円 形 03 0_2 ● 55 54

S P 4220 ⑤ 円 形 025 02

S P 4221 ① 南ゴヒ 楕 円形 09 075 04 56-58
S P 4222 ⑤ 将了耳ヒ ? 楕 円形 ? 05 04 015 ● ●

S P 4223 ⑤ 円 形 065 02 ● ●

S P 4224 ⑤ 東 西 ? 楕 円形 ? 04～ 035々― 02

S P 4225 ⑤ 膏了封ヒ 楕 円形 ? 25～ 25 O_15

S P 4226 ① 円 形 05 03 ● ● ●

S P 4227 ⑭ ③ 眉守_|ヒ 楕 円形 03 02 O_4 ● 0 0

S P 4228 ⑤ 南 _|ヒ 格 円形 045 03 02 ● ● 0

S P 4229 ⑤ ① 東 西 楕 円形 0_4～ 0_25 03 ●

S P 4230 ③ ③ 東 西 楕 円形 04 03 025 0

S P 4231 ◎ ③ 芦丁封ヒ 楕 円形 025 02 01 0

S P 4232 ⑤ 君
=ゴ

ヒ? 楕 円形 ? 05 02～ Ol
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圧 花岡山遺跡・高安古墳群第4次調査(H02004-4)
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第16図  4区出土遺物実測図-2(S=1/4)
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内部から、土師器皿 (第 16図 -59)、 瓦器椀 (60・ 61)、 須恵器小型壺 (62)。 こね鉢 (63)、 瓦質土

器足釜 (64)、 土師器羽金 (65)等が出上している。これらは、他の遺構出上のもの同様13世紀後半

～14世紀頃のものであろう。

S D 4203

調査区中央南部、4N～ O区で検出した。 S D4202の西側を平行して伸び、北端で合流する。

検出長 7m。 最大幅0.5m・ 深さ0。 lmを測る。埋土は10YR4/3に ぶい黄褐色粗粒砂に5GY6/1オ リ

ーブ灰色粘土質シルトのブロックで、炭を極少量含む。瓦器椀、サヌカイト剥片等が出土してい

る。

S D 4204

調査区中央部、 40区で検出した。 S D 4203に 直角に取り付 く。検出長1.2m。 最大幅0,35
m。 深さ0。 lmを測る。埋土は③である。

S D 4205

調査区北端、4M～ N区で検出した。東西に伸びる溝で、最大幅0,8m・ 検出長 3m。 深さ0.2

mを測る。埋土は③10YR4/1褐灰色粘土質シルト混粗粒砂である。サヌカイト剥片が出土してい

る。

<その他の出土遺物>

遺構面上層の408～ 410層 から、相当量の中世の遺物や弥生土器・サヌカイト剥片などが出土し

ているが、小片が多い。そのうち、図示できたのは、瓦器小皿 (第 16図 -66)、 土師器小皿 (67)、

青磁碗 (68～ 69)、 白磁碗 (70～ 72)、 白磁皿 (73)、 須恵器壷 (74)、 軒平瓦 (75)、 平瓦 (76・ 77)であ

る。これらは13～ 14世紀におさまるものであろう。

<小結>
第 1面の整地Ⅱには、近世の肥前焼系碗49が含まれていることから、埋め立ては近世以降にお

こなわれたものであることがわかる。

第 2面の遺構群は、出土遺物から13～ 14世紀頃のものと考えられる。居住域に極めて近く、生

活に密着したものと言えるが、具徳的な建物等を検出するには至らなかった。出土遺物には、日

常雑器のほか、青磁 。白磁なども出上しており、比較的裕福な層の生活の場であつたと言え、軒

九瓦・軒平瓦・鬼瓦の出土は、近辺に瓦葺建物のあったことを想定できる。また、弥生土器・サ

ヌカイト剥片の出土は、中世以前、弥生時代頃の生活面の存在を示唆している。

3.ま とめ

今回の調査は、 3次調査の結果を踏まえて行なったもので、 3次調査同様、南端の4区で鎌倉

～室町時代 (13～ 14世紀)の遺構・遺物が濃密に検出された。これらは、 4区から北西40～ 80m地

点の花岡山遺跡学術調査団調査地(I―第 1図 ③-8・ 9地点)で検出された鎌倉時代前期 (13
世紀前半)と 室町時代前期 (14世紀)の建物群と密接なかかわりがあるものであろう。さらに、そ

の他の既往調査の結果なども考え合わせれば、東西約200m。 南北300mほ どの範囲に鎌倉時代前

期～室町時代後期の集落があり、当調査地はその東限に位置する可能性が高い。一方、 2区では

平安時代後期～末期 (10～ 11世紀)の出土遺物もあり、その時期の生活面の存在も想定できる。
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2区調査前の状況 (北から)
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図
版
二

3区調査前の状況 (南から)

3区第 1面遺構掘削状況 (北から) S K3201(北 西か ら)

3区第 1面全景 (南から) 3区第 2面全景 (南から)
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4区調査前の状況 (南から)

4区第 2面遺構検出状況 (南西から)
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所収遺跡
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所 在 地
コード 】ヒ湘革 東経

調査期間
調査面積
(∬ )

査
因
調
原市町村 還跡番号

花岡山遺跡

高安古墳群
(第 3次調査)

おおさかふやおしおおあざがくおんじちない

大阪府八尾市大宇楽音寺地内
27212

Ｔ

ｙ

げ

135°

3γ

03″

20040311

20040331
約48∬ 農道敷設

花岡山遺跡

高安古墳群
(第 4次調査)

おおさかふやおしおおあざがくおんじちない

大阪府八尾市大字楽音寺地内
27212 77

135°

39′

04″

20041215

20050624
389。 25■ば 農道敷設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構・地層 主な遺物 特記事項

花岡山遺跡

(第 3次調査)
集落

鎌倉時代 土坑・溝 土師熙尽皿、瓦器椀

室町時代 土坑・溝・落ち込み
須恵器甕 。こね鉢、

瓦質土器こね鉢

江戸時代時代 溜池
国産陶磁器、瓦質土

管、瓦

花岡山遺跡

(第 4次調査)
集落

平安時代 ピット
土師器小皿・須恵器

壼

鎌倉時代 ピット・土坑・溝

土師器小皿・瓦器椀・

瓦質羽釜 。青磁・白

磁・瓦 。中国銭

江戸時代

谷間・谷間を埋める

整地・耕作地 (石垣・

畝間溝)

国産陶磁器



‥

ｉ
‐
―

‐―

―
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

―
Ｉ
Ｌ

財団法人八尾市文化財調査研究会報告87

1 花岡山遺跡。高安古墳群 (第 3次調査)
Ⅱ 花岡山遺跡・高安古墳群 (第 4次調査)
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